
創
立
一
三
周
年
悪

同
志
社
田
辺
新
キ
ャ
ン

募
金
に
つ
い
て

黒
社
は
朋
治
八
年
新
島
襄
に
よ
っ
て
創
立
せ
ら
れ
て

以
来
、
一
百
有
余
年
に
わ
た
っ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
最

高
学
府
の
一
っ
と
し
て
学
術
、
文
化
の
進
展
に
貢
献
す
る

と
と
も
に
、
立
学
の
理
想
で
あ
る
真
理
を
愛
し
、
品
格
と

良
心
に
溢
れ
九
丈
夫
の
育
成
を
念
願
し
て
、
研
鎖
と
努
力

を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
は
実
に
二
0

万
余
に
の
ぽ
る
有
為
の
人
材
を
世
に
送
っ
て
社
会
の
要
請

に
応
え
、
今
日
に
お
き
ま
し
て
は
名
実
と
も
に
わ
が
国
有

数
の
大
学
と
し
て
、
そ
の
位
置
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
決
し
て
ひ
と
り
同
志
社
の
努
力
の

み
に
よ
っ
て
成
し
得
た
も
の
で
は
な
く
、
広
く
一
般
社
会

の
ど
理
解
と
、
本
学
卒
業
生
の
努
力
、
父
母
、
篤
志
家
の

皆
様
の
ど
支
援
、
ど
尽
力
の
賜
で
あ
り
、
深
く
感
謝
い
た

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

近
年
、
わ
が
国
社
会
、
経
済
の
か
っ
て
な
い
躍
進
に
伴

ス
整
備
事
業
と

)
、

各
高
等
教
育
機
関
は
社
会
の
各
界
、
各
屡
か
ら
従
来

しに
も
ま
し
て
一
層
知
性
、
品
性
と
も
に
優
れ
た
人
物
の
育

成
を
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
は
将
来
の
わ
が

国
の
命
運
に
か
か
わ
る
重
要
事
で
あ
り
ま
す
。
大
学
が
こ

の
社
会
の
要
請
に
こ
た
え
、
そ
の
真
価
を
発
揮
し
て
ゅ
く

た
め
に
は
、
さ
ら
に
教
諾
の
充
実
な
ど
教
育
研
究
体
制

の
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
支
え
る
教
学
諸
施

設
の
改
善
整
備
を
不
断
に
進
め
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。同
志
社
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
に
処
し

て
十
分
な
対
応
を
可
能
と
す
る
た
め
、
か
ね
て
京
都
府
下

田
辺
町
に
約
一
0
0
万
平
方
米
に
お
よ
ぶ
広
大
な
校
地
を

確
保
し
、
こ
こ
に
新
し
い
教
育
研
究
施
設
を
建
設
し
て
来

る
昭
和
六
一
年
四
月
か
ら
左
記
の
通
り
同
志
社
大
学
、
同

志
社
女
子
大
学
の
一
部
を
移
転
整
備
し
教
学
体
制
の
飛
躍

的
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
国
際
一
鼎
学
校
の
教
学
体
制

も
拡
充
し
て
、
同
嘉
二
百
年
に
向
っ
て
の
確
固
た
る
基

礎
を
樹
立
し
た
い
も
の
と
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
計
画
の
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て

は
当
面
約
三
百
億
円
に
の
ぼ
る
巨
額
の
事
業
資
金
が
必
要

ノξ



で
あ
り
、
乏
し
い
本
学
財
政
の
力
量
か
ら
は
ま
こ
と
に
容

勿
な
も
の
で
は
な
く
、
学
園
内
外
各
位
の
ど
援
助
を
仰
が

ざ
る
を
得
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

同
志
社
が
田
辺
校
地
に
お
き
ま
し
て
新
キ
ャ
ン
パ
ス
開

学
を
予
定
い
九
し
て
お
り
ま
す
昭
和
六
一
年
は
、
ち
ょ
う

ど
同
志
社
創
立
一
三
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
一
大
事
業

●
同
志
社
田
辺
新
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
事
業
の
あ
ら
ま
し

昭
和
六
一
年
四
月
 
1
開
学
"

<
同
志
社
大
学
>
第
一
部
全
罵
一
、
二
年
次
の
移
設

(
注
、
工
学
部
二
、
四
年
次
、
工
学
研
究
科
は
追
っ
て
移
設
予
定
)

<
同
志
社
女
子
大
学
>

短
捌
大
学
(
英
米
語
科
・
日
詣
日
本
文
学
科
)
新
設

学
芸
学
部
棗
科
一
t
四
年
次
の
移
設

昭
和
六
三
年
四
月

<
同
志
社
女
子
大
学
>

で
あ
り
ま
す
田
辺
キ
ャ
ン
。
ハ
ス
完
成
の
た
め
に
、
わ
が
同

志
社
は
い
ま
全
力
を
挙
げ
て
こ
れ
に
あ
た
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
各
界
の
皆
様
卒
業
生
、
父
母
の
皆
様
、
ど
ぅ
か

次
代
に
向
っ
て
更
に
世
に
尽
く
さ
ん
と
す
る
同
志
社
の
こ

の
念
願
を
深
く
ど
理
解
下
さ
い
ま
し
て
、
力
強
い
ご
支
援

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

約
一
八
0
億
円

約
八
四
億
円

約
四
億
円

約
四
0
億
円

合
計
約
三
0
八
億
円

木
枝

岡
野
山
本

学
校
法
人
同
志
社

長

事
長

志
社
大

学
部
一
年
次
の
移
設
(
次
年
度
二
年
次
も
移
設
)

日
本
文
化
学
科
増
設

<
同
志
社
国
際
高
等
学
校
>
・
新
教
学
体
製
備

整
備
事
業
所
要
経
賓

<
同
志
社
大
学
関
係
>

<
同
豆
女
子
大
学
関
係
>

<
同
嘉
国
際
品
等
学
校
関
係
>

<
各
学
校
共
用
施
設
関
係
>

同
志
社
女
子
大
学
長

久
二
通
夫

同
志
社
国
際
高
等
学
校
長

伺理総

学代代

長行行

燦



同
志
社
田
辺
新
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
事
業
の
う
ち

創
立
一
二
周
年
黒
募
金
対
象
事
業

一
、
記
念
大
会
堂
(
大
学
用
体
嘉
悲
用
)

約
二
二
億
円

一
、
記
<
需
堂
(
礼
拝
堂
兼
用
)

約
三
億
円

三
、
傑
交
流
、
総
合
研
修
・
演
習
セ
ン
タ
ー

約
七
億
円

四
、
同
志
社
大
学
、
同
志
社
女
子
大
学
の

施
設
充
実
命
辺
)

約
七
億
円

五
、
国
際
墓
革
校
教
学
体
制
整
備
璽

約
三
億
円

所
要
資
金
合
計
五
0
億
円

今
圓
の
黒
募
金
に
対
す
る
ど
芳
志
は
建
築
物
タ
ブ
レ
シ
ト
等

に
よ
り
水
く
、
悪
い
た
し
ま
す
。

募
金
の
要
項

<
募
金
倒
標
額
>
五
0
億
円

財
団
経
由
指
定
寄
付
関
係
(
法
人
)
三
五
億
円

爵
研
究
法
人
将
関
係
(
側
人
)
一
五
億
円

<
募
金
の
種
類
>
法
人
口
数
に
ょ
ら
ず
任
§
し
ま
す

個
人

●
寄
付
金
に
つ
い
て
の
お
冏
合
せ
、
そ
の
他
ど
連
絡
は
下
記
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
学
校
法
人
同
志
社
創
立
一
二
周
年
記
念
募
金
事
務
局

〒
六
0
二
京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入
ル

T
E
工
(
0
七
再
=
玉
一
 
1
三
0
二
王
1
六

<
募
集
の
期
間
>
昭
和
五
九
年
一
0
月
か
ら
三
年
間

<
申
込
方
法
>
寄
付
申
込
沓
に
ど
記
入
の
上
、
お
申
込
み
下
さ
い

<
払
込
方
法
>
同
封
の
払
込
用
紙
に
ょ
り
、
銀
行
に
お
振
込
願
い

ま
す

●
寄
付
金
の
免
税
措
置
に
つ
い
て

個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
寄
付
さ
れ
た
場
合
に
は
、
減
免
税
の
措
置

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
人
"
寄
付
金
が
一
万
円
を
超
え
る
場
合
、
一
万
円
を
超
え
る
分

(
た
だ
し
、
年
聞
所
得
額
の
二
五
%
ま
で
)
に
つ
い
て
、

そ
の
年
の
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

ど
寄
付
金
入
金
後
、
必
要
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

法
人
"
寄
付
金
は
全
纐
そ
の
年
度
の
損
金
に
算
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ど
寄
付
金
入
金
後
、
日
木
私
学
振
興
財
団
発
行
の
領
収
書

を
お
送
り
し
ま
す
。

A

校
友
、
同
窓
一
口
三
万
円

な
る
べ
く
舌
以
上
お
願
い
し
ま
す

父
母

一
口
一
0
万
円

教
職
員
、
一
般
篤
志
家
一
口
一
0
万
円

CB


